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巻
頭
の
辞

九
州
補
給
処
長
兼
ね
て
目
達
原
駐
屯
地
司
令

陸

将

補

吉

野

俊

二
満開の桜の下、敬礼を受ける駐屯地司令

九
州
補
給
処
は
、
４
月
28
日
（
火
）
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
第
４
師
団
災
害
派
遣
（
長

崎
県
ク
ル
ー
ズ
客
船
集
団
感
染
）
に
対
し
、
感
染

防
護
服
（
タ
イ
ベ
ッ
ク
ス
ー
ツ
）
３
０
０
着
を
補

給
し
ま
し
た
。

本
補
給
業
務
は
緊
急
事
態
と
認
識
し
、
準
備
・

補
給
・
輸
送
業
務
を
速
や
か
に
実
施
す
る
と
と
も

に
、
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
環
境
（
生
物
や
化
学
兵
器
等
の
下

で
の
作
戦
）
に
お
け
る
支
援
と
捉
え
、
感
染
防
護

服
に
ピ
ン
ホ
ー
ル
一
つ
で
も
あ
れ
ば
任
務
達
成
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
を
念
頭
に
綿
密
に
点
検

す
る
等
、
災
害
派
遣
部
隊
の
支
援
任
務
を
完
遂
し

ま
し
た
。

駐
屯
地
内
に
お
け
る

新
型

コ

ロ

ナ
対

策

駐
屯
地
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
集
団
で
行
動
す
る
自
衛
隊
の
特
性

を
踏
ま
え
感
染
症
対
策
及
び
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
に
、
３
密
の
回
避
に

留
意
す
る
と
と
も
に
人
と
人
と
の
距

離
の
確
保
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗

い
う
が
い
の
励
行
等
基
本
的
な
感
染

対
策
の
継
続
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ビニールシート等を利用した飛沫感染対策（事務室） 部外者の検温を実施する警衛隊（駐屯地正門）

令
和
２
年
度
防
衛
・

駐

屯

地

モ

ニ

タ

ー

目
達
原
駐
屯
地
は
、
４
月
１

日
付
で
令
和
２
年
度
の
防
衛
及

び
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し

ま
し
た
。

委
嘱
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
７
名

（
防
衛
２
名
・
駐
屯
地
５
名
）

の
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
期

（
防
衛
２
年
・
駐
屯
地
１
年
）

に
お
い
て
、
駐
屯
地
の
行
事
等

に
参
加
し
て
頂
き
、
ご
意
見
・

ご
要
望
な
ど
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

防
衛
モ
ニ
タ
ー

駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー

一ノ瀬 様
（２年度防衛モニター）

名倉 様吉村 様堀江 様 秋田 様原 様 中村 様
（元年度防衛モニター）

皆
様
、
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
わ
る
非
常
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
ま
し
た
が
、
目
達
原
駐
屯
地
は
基
本
的
な
感
染

症
対
策
を
徹
底
し
、
３
つ
の
密
（
密
閉
・
密
集
・
密

接
）
を
避
け
る
た
め
に
創
意
工
夫
を
し
た
教
育
訓
練

や
各
種
行
事
等
を
行
い
、
部
隊
練
度
の
維
持
・
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。
特
に
南
西
を
取
り
巻
く
安
全
保

障
環
境
は
例
年
に
な
く
厳
し
い
状
況
と
認
識
し
て
お

り
、
駐
屯
地
に
所
在
す
る
各
部
隊
は
緊
張
感
を
持
ち

な
が
ら
、
練
成
訓
練
や
検
閲
等
、
当
初
に
計
画
し
た

訓
練
を
実
行
し
確
実
に
任
務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
駐
屯
地
と
し
て
７
月
上
旬
か
ら
50
数
名
の

新
隊
員
の
教
育
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
教
育
で
自

衛
官
と
し
て
必
要
な
知
識
と
技
能
を
教
育
す
る
と
と

も
に
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
躾
を
身
に
つ
け
さ
せ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
目
達
原
を
初
め
て
知
る
隊
員

も
多
く
お
り
、
不
安
な
気
持
ち
を
持
つ
隊
員
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
切
な
隊
員
を
預
か
っ
て
い
る

と
の
我
々
の
責
任
の
自
覚
と
「
国
を
守
る
」
と
い
う

崇
高
な
職
務
で
あ
る
自
衛
官
の
道
を
選
択
し
服
務
の

宣
誓
を
行
っ
た
隊
員
に
敬
意
を
払
い
、
こ
れ
か
ら
の

活
躍
を
支
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
賀
で
は
梅
雨
入
り
を
迎
え
、
大
雨
特
別
警
報
が

発
令
さ
れ
、
ま
た
熊
本
で
は
豪
雨
に
よ
り
大
き
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
応
を
踏
ま
え
た
未
知
な
る
災
害
派
遣
へ
適
切
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
確
実
に
準
備
を
積
み
重
ね
即
応

し
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
緊
張
感
を
も
っ
て
任
務
に
励

み
ま
す
。
目
達
原
駐
屯
地
は
引
き
続
き
、
地
域
住
民

の
皆
様
に
愛
さ
れ
頼
り
に
な
る
駐
屯
地
と
隊
員
の
育

成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

補給した防護服を着用して活動する隊員（左２名）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る

長
崎
港
停
泊
外
国
船
に
対
す
る

災

害

派

遣

熊
本
豪
雨
に
伴
う

災

害

派

遣

７
月
４
日
か
ら
梅
雨
前
線
停
滞
の
影
響
に
よ
り
、

熊
本
県
南
部
に
猛
烈
な
雨
が
降
り
、
球
磨
川
が
氾
濫

し
広
範
囲
で
冠
水
被
害
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
ま
し

た
。こ

の
災
害
に
対
し
、
九
州
補
給
処
は
、
緊
急
要
望

の
補
給
品
を
速
や
か
に
準
備
し
、
７
月
５
日
（
日
）

第
８
師
団
（
北
熊
本
）
へ
胴
付
長
靴
や
日
用
品
セ
ッ

ト
等
、
延
べ
1
万
６
千
品
目
以
上
の
補
給
及
び
輸
送

任
務
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
・
第
４
飛
行

隊
及
び
空
中
伝
送
班
は
、
４
日
（
土
）
か
ら
、
南
九

州
一
体
に
対
し
て
、
ヘ
リ
装
備
の
ホ
イ
ス
ト
に
よ
る

人
命
救
助
活
動
及
び
映
像
伝
送
に
よ
る
情
報
収
集
活

動
の
災
害
派
遣
任
務
に
従
事
し
ま
し
た
。

熊本へ補給品輸送
（九州補給処）

被災地域に向け離陸するＵＨ－６０
（西部方面ヘリコプター隊）

こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
使
い
方

①
お
手
持
ち
の
ス
マ
ホ
で
上
記
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
取
り
ま
す
。

②
読
取
り
結
果
画
面
で
、
「
目
達
原
駐
屯
地
」
を
ク
リ
ッ
ク

③
目
達
原
駐
屯
地
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

④
過
去
の
め
た
ば
る
新
聞
を
全
面
カ
ラ
ー
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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平
成
３
１

九

州

補

給

処

西
部
方
面
後
方
支
援
隊

部

内

技

能

教

育

（

フ

ォ

ー

ク

リ

フ

ト

教

育

）

自

動

車

保

安

検

査

九
州
補
給
処
補
給
部
は
、
５

月
27
日
（
水
）
か
ら
６
月
５
日

（
金
）
ま
で
の
間
、
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
教
育
を
担
任
し
ま
し
た
。

本
教
育
は
、
援
護
業
務
の
一

環
と
し
て
定
年
退
職
者
及
び
任

期
満
了
退
職
者
の
希
望
者
に
対

し
て
行
い
、
年
間
５
回
の
教
育

で
九
州
全
域
の
各
部
隊
か
ら
延

べ
約
１
２
０
名
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

今
回
教
育
を
担
任
し
た
早
木

２
尉
は
「
教
育
す
る
上
で
ス

タ
ッ
フ
と
綿
密
な
調
整
、
特
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
を
万
全
に
備
え
な
が
ら

教
育
を
実
施
し
、
無
事
全
員
合

格
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
」
と
述
べ
ま
し

た
。補

給
部
は
、
引
き
続
き
今
年

度
残
り
４
回
の
教
育
に
お
い
て

も
被
教
育
者
と
と
も
に
全
員
合

格
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

九
州
補
給
処
整
備
部
は
５
月
27
日
（
水
）
か
ら
28
日
（
木
）
ま

で
の
間
、
海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空
基
地
で
自
動
車
保
安
検
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
検
査
は
、
民
間
で
言
う
車
検
（
継
続
検
査
）

で
す
。

令
和
２
年
度
、
九
州
補
給
処
整
備
部
武
器
課
車
検
班
で
は
、
陸

上
自
衛
隊
の
ほ
か
、
海
上
自
衛
隊
、
航
空
自
衛
隊
及
び
各
地
方
協

力
本
部
等
45
か
所
、
１
８
１
両
の
官
用
車
両
に
対
し
て
出
張
保
安

検
査
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
他
に
目
達
原
駐
屯
地
に
お
い

て
年
間
約
１
２
０
両
の
保
安
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

検
査
に
あ
た
り
保
安
検
査
官
は
整
備
不
良
に
起
因
す
る
交
通
事

故
・
訓
練
事
故
を
絶
対
に
防
止
す
る
た
め
、
一
件
の
不
具
合
も
見

逃
さ
な
い
よ
う
執
念
を
も
っ
て
検
査
に
望
ん
で
い
ま
す
。

受
検
部
隊
等
に
お
か
れ
て
は
、
万
全
な
受
検
準
備
は
も
と
よ
り

「
保
安
検
査
官
に
よ
る
指
摘
事
項
」
は
、
操
縦
手
及
び
同
乗
者
の

命
を
守
り
部
隊
の
任
務
達
成
を
支
え
る
も
の
と
捉
え
、
速
や
か
な

是
正
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
令
和
２
年
度
第
１
回
隊
練
成
訓
練
」

「
隊
ら
っ
ぱ
集
合
訓
練
」
第
１
０
６
全
般
支
援
大
隊

偵察先発隊の行動

命令下達

航空攻撃対処

訓練の様子

訓練参加者

駐屯地らっぱ競技会受賞者
優 勝 尾崎１士（中央）
準優勝 嶋田１士（左） ３位 津曲３曹（右）

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
は
、
５
月
27
日(

水)

か
ら
５
月

30
日(

土)

ま
で
の
間
、
大
矢
野
原
演
習
場
に
お
い
て
、
令

和
２
年
度
第
１
回
隊
練
成
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

本
訓
練
に
は
、
西
部
方
面
後
方
支
援
隊
本
部
を
は
じ
め
、

第
１
０
６
全
般
支
援
大
隊
、
第
３
０
１
通
信
直
接
支
援
中

隊
、
西
部
方
面
後
方
支
援
隊
本
部
付
隊
が
参
加
し
ま
し
た
。

晴
天
が
続
き
、
連
日
30
度
を
超
え
る
厳
し
い
暑
さ
の
中
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

三
密
を
避
け
訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
「
い
か
な
る
脅
威
下
に
お
い
て
も
、
間
断

な
く
兵
站
支
援
を
継
続
で
き
る
強
靭
な
部
隊
・
隊
員
の
育

成
」
を
目
的
と
し
て
、
状
況
下
に
お
け
る
支
援
業
務
の
継

続
に
つ
い
て
徹
底
的
に
練
成
す
る
と
と
も
に
、
後
支
隊
直

轄
警
戒
隊
の
運
用
に
つ
い
て
検
証
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
を
終
え
た
隊
朝
礼
の
際
に
、
柳
田
隊
長
は
、
「
高

い
実
力
、
高
い
士
気
を
も
っ
て
や
り
遂
げ
て
く
れ
た
。
自

信
を
も
っ
て
、
今
の
実
力
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
更
な

る
高
み
を
目
指
し
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

第
１
０
６
全
般
支
援
大
隊
は
、
１
月
14
日(

火)

か
ら
３

月
19
日(

木)

ま
で
の
間
「
隊
ら
っ
ぱ
集
合
訓
練
」
を
担

任
・
実
施
し
ま
し
た
。

雪
も
ち
ら
つ
く
な
か
開
始
し
た
本
訓
練
に
は
、
後
方
支

援
隊
各
隷
下
部
隊
、
九
州
補
給
処
及
び
第
４
飛
行
隊
か
ら

13
名
の
隊
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
隊
員
の
ほ
と
ん
ど
が
初

心
者
で
し
た
が
、
教
官
・
助
教
の
厳
し
く
も
熱
心
な
指
導

の
も
と
練
習
を
重
ね
、
ら
っ
ぱ
手
と
し
て
の
必
要
な
識
能

を
習
得
し
、
全
員
無
事
に
初
級
ら
っ
ぱ
特
技
を
取
得
し
ま

し
た
。

ま
た
、
４
月
15
日(

水)

に
行
わ
れ
た
駐
屯
地
ら
っ
ぱ
競

技
会
（
52
名
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
）
に
お
い
て
は
、
後

支
隊
の
隊
員
が
、
優
勝
か
ら
３
位
ま
で
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。

「航
空
部
隊
と
の
協
同
訓
練
」
第
１
０
５
補
給
大
隊

第
１
０
５
補
給
大
隊
は
、
６
月
６
日(

土)

、

高
遊
原
分

屯
地
に
お
い
て
、
西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
第
３
飛
行
隊

と
空
輸
補
給
の
協
同
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
南
西
有
事
や

南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
に
お
い
て
、
ヘ
リ
を
使
用
し
た
物
資
補

給
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
航
空
部
隊
と
の
連
携
要
領
や

補
給
品
の
梱
包
要
領
、
航
空
用
ト
ッ
プ
ネ
ッ
ト
縛
着
要
領
及

び
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
使
用
し
た
航
空
機
へ
の
搭
載
要
領
を

練
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
訓
練
と
並
行
し
て
実
施
さ
れ
た

即
応
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
で
は
、
即
応
予
備
自
衛
官
の
ヘ

リ
搭
乗
に
よ
る
訓
練
の
魅
力
化
を
図
り
、
即
応
予
備
自
衛
官

か
ら
は
「
初
め
て
の
ヘ
リ
へ
の
搭
載
訓
練
で
大
変
感
動
し

た
。
」
と
の
所
見
を
多
く
得
る
等
、
常
即
一
体
の
戦
力
化
に

つ
な
が
る
大
変
有
意
義
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

航空科隊員の誘導による補
給品の搭載（高遊原分屯地）

補給品を搭載したヘリに
搭乗する即応予備自衛官隊員
（高遊原分屯地）

第
１
０
３
弾
薬
大
隊

第
１
０
３
弾
薬
大
隊
は
、

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
に
新

規
採
用
者
を
含
む
３
名
に
対

し
て
、
６
月
６
日(

土)

か
ら

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

６
月
７
日(

日)

に
射
撃
検

定
を
実
施
、
今
年
度
か
ら
射

撃
検
定
要
領
が
変
更
と
な
り

ま
し
た
が
、
短
い
練
成
期
間

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参
加
し

た
全
隊
員
が
合
格
し
ま
し
た
。

大
隊
は
、
こ
れ
ま
で
同
様

引
き
続
き
、
即
応
予
備
自
衛

官
と
連
携
を
図
り
、
招
集
訓

練
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
令
和
２
年
度
即
応
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
開
始
」

第
１
０
５
補
給
大
隊

第
１
０
５
補
給
大
隊
は
、

緊
急
事
態
宣
言
解
除
に
伴

い
令
和
２
年
度
即
応
予
備

自
衛
官
招
集
訓
練
を
６
月

６
日(

土)

か
ら
再
開
し
ま

し
た
。

隊
員
の
居
住
す
る
市
町

村
や
企
業
に
よ
っ
て
は
、

出
頭
で
き
な
い
隊
員
も
い

ま
す
が
多
く
の
即
応
予
備

自
衛
官
が
早
速
出
頭
し
て

く
れ
ま
し
た
。

６
月
６
日(

土)

は
、
航

空
部
隊
と
の
協
同
訓
練
に

参
加
し
、
７
日(

日)

は
、

特
技
訓
練
と
し
て
野
外
入

浴
セ
ッ
ト
の
開
設
訓
練
を

実
施
し
て
、
特
技
能
力
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

至近距離射撃検定内田即応予備３曹（早岐射場）

野外入浴セット開設訓練（北熊本駐屯地）

空自高良台分屯基地での保安検査 海自鹿屋航空基地での保安検査

被教育者の真剣な表情



第８０号めたばる〔3〕令和２年７月号

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

第
４
飛
行
隊

第
3
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

第
３
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
は
、
６

月
１
日
（
月
）
か
ら
６
月
５
日
（
金
）
ま

で
の
間
、
鹿
児
島
県
大
隅
半
島
南
端
に
所

在
す
る
陸
上
自
衛
隊
佐
多
射
撃
場
に
お
い

て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
射
撃
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
Ａ
Ｈ-

64
Ｄ
飛
行
再
開
後
初
と

な
る
射
撃
訓
練
で
あ
り
、
操
縦
士
の
洋
上

固
定
目
標
に
対
す
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
射
撃

能
力
並
び
に
整
備
員
の
弾
薬
取
扱
い
及
び

射
撃
支
援
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

本
訓
練
間
、
本
松
西
部
方
面
総
監
の
視
察

を
受
察
し
、
本
松
総
監
に
は
Ａ
Ｈ-

64
Ｄ

に
搭
乗
頂
き
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
佐
多
Ａ
Ｈ
射
撃

本
松
総
監
離
隊
の
際
、
「
Ａ
Ｈ-

64
Ｄ

の
安
全
性
は
私
が
身
を
も
っ
て
確
認
し

た
。
諸
官
ら
は
自
信
を
持
っ
て
訓
練
に

励
ん
で
も
ら
い
た
い
。
」
と
の
激
励
を

戴
き
、
隊
員
一
同
、
士
気
が
向
上
し
、

Ａ
Ｈ-

64
Ｄ
再
戦
力
化
推
進
へ
の
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
は
、
４

月
20
日
（
月
）
か
ら
22
日
（
水
）
ま

で
の
間
、
大
野
原
演
習
場
に
お
い
て
第

１
次
訓
練
、
5
月
20
日(

水)

か
ら
22

日
（
金
）
ま
で
の
間
、
同
じ
く
大
野
原

演
習
場
に
お
い
て
第
２
次
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
際
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
三
密
「
密
閉
・
密
集

・
密
接
」
を
回
避
す
る
た
め
、
マ
ス
ク

の
常
時
着
用
、
消
毒
液
の
活
用
、
航
空

機
の
搭
乗
や
車
両
移
動
時
の
乗
車
要
領感染予防対策（除菌・換気）歩哨壕において警戒する隊員

推進前の命令下達 対遊撃戦闘における戦闘指導

第
４
飛
行
隊
は
、
６
月
４
日
（
木
）

か
ら
17
日
（
水
）
ま
で
の
間
、
令
和
２

年
度
地
域
配
備
師
団
総
合
戦
闘
力
演
習

に
参
加
し
ま
し
た
。
本
演
習
で
は
、

フ
ェ
ー
ズ
１
～
２
に
区
分
さ
れ
、
飛
行

隊
は
フ
ェ
ー
ズ
１
の
場
を
活
用
し
て
、

第
２
次
飛
行
隊
訓
練
を
十
文
字
原
演
習

場
で
実
施
し
て
、
防
勢
作
戦
に
お
け
る

飛
行
隊
の
行
動
を
演
練
し
、
指
揮
幕
僚

活
動
、
部
隊
の
基
本
的
行
動
及
び
隊
員

の
基
礎
動
作
に
係
る
練
度
の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。
フ
ェ
ー
ズ
２
で
は
、
師
団

隷
下
各
部
隊
の
あ
る
べ
き
姿
の
普
及
訓

練
研
修
及
び
Ｈ
Ｍ
Ｇ
射
撃
訓
練
、
各
集

合
訓
練
等
に
参
加
し
、
多
く
の
成
果
を

得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

患者搭載卸下訓練 捜索救難訓練（ホイスト）

師
団
総
合
戦
闘
力
演
習

飛行隊長及び先任上級曹長による各施設指導対空戦闘訓練飛行隊指揮所（半地下）

弾薬の搭載ＴＡＫＥ ＯＦＦ！！７０ｍｍロケット弾射出

総監への機上説明 総監への状況説明

の
見
直
し
、
会
議
参
加
者
の
精
選
及
び

分
散
配
置
、
昼
間
に
お
け
る
常
時
裾
上

げ
に
よ
る
天
幕
内
の
換
気
、
仮
眠
要
領

に
至
る
ま
で
様
々
な
工
夫
を
行
い
、
い

つ
も
と
は
異
な
る
環
境
の
中
、
感
染
予

防
に
最
大
限
留
意
し
つ
つ
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

我
々
は
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て
も
、

あ
ら
ゆ
る
任
務
に
即
応
し
、
任
務
を
完

遂
す
る
使
命
感
を
常
に
保
持
し
、
運
訓

一
体
の
下
、
今
後
も
任
務
に
邁
進
し
て

参
り
ま
す
。

第
１
次
・
第
２
次
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
訓
練



第８０号 めたばる 〔4〕令和２年７月号

曹

友

会

あ
い
さ
つ
運
動
・
ク
リ
ー
ン
作
戦

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊

西
部
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊

定
年
退
官
者
・
定
年

退
官
予
定
者

▽
７
月

28
日

西
後
支

河
原
２
曹

▽
８
月

４
日

九

処

松
下
２
佐

▽
９
月

２
日

整
備
部

荒
木
２
佐

西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
第
１
０
２
基
地
シ
ス
テ

ム
通
信
大
隊
第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊
は
、
５
月
13
日

（
水
）
か
ら
５
月
23
日
（
土
）
の
間
、
令
和
２
年
度
佐

多
射
撃
場
に
お
け
る
通
信
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
支
援
で
は
、
佐
多
射
撃
場
に
お
け
る
各
種
射
撃
に

必
要
な
通
信
組
織
を
構
成
・
維
持
・
運
営
し
、
訓
練
の

整
斉
・
円
滑
な
実
施
に
寄
与
し
ま
し
た
。

西
部
方
面
管
制
気
象
隊
は
、
５
月
13
日
（
水
）
か
ら

15
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
大
矢
野
原
演
習
場
に
お
い
て

本
年
度
第
１
回
管
気
隊
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
で
は
、
部
隊
の
基
本
的
行
動
、
特
に
先
発
隊

の
行
動
に
つ
い
て
演
練
し
、
隊
員
の
基
礎
動
作
の
徹
底

を
図
り
、
総
合
戦
闘
力
を
最
大
に
発
揮
す
る
た
め
に
必

要
な
基
礎
と
な
る
練
度
を
向
上
さ
せ
ま
し
た
。

交

通

講

話

駐
屯
地
は
、
４
月
８
日
（
水
）
、
神
埼
警
察

署
交
通
課
長

北
御
門
警
部
に
よ
る
交
通
講
話

を
受
講
し
ま
し
た
。

講
話
は
、
佐
賀
県
・
神
埼
市
及
び
吉
野
ヶ
里

町
に
お
け
る
交
通
情
勢
や
交
差
点
に
お
け
る
事

故
防
止
、
飲
酒
運
転
防
止
の
３
点
が
重
視
さ
れ
、

特
に
交
通
法
規
の
遵
守
が
求
め
ら
れ
る
自
衛
隊

に
と
っ
て
参
考
に
な
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
佐
賀
県
と
し
て
も
交
通
事
故
ワ
ー
ス
ト
脱

却
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
行
わ
れ
て
お
り
、
駐

屯
地
と
し
て
も
、
し
っ
か
り
と
事
故
防
止
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

講師の神埼警察署交通課長間隔を空けて席を配置

機内における映像配信の様子

曹
友
会
は
、
各
月
の
上
旬
を
基
準
と
し
て
、
会
長

以
下
約
８
名
で
あ
い
さ
つ
運
動
を
実
施
中
で
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
と
し
て
マ
ス
ク
・
手

袋
を
付
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
隊
員
は
、

「
活
気
の
あ
る
駐
屯
地
に
し
た
い
」
と
の
思
い
で
、

出
勤
す
る
隊
員
に
対
し
、
笑
顔
と
大
き
な
声
で
呼
び

か
け
ま
し
た
。

ま
た
５
月
21
日
（
木
）
、
会
長
以
下
13
名
（
３
分

会
九
処
補
給
部
・
鳥
栖
支
処
・
３
２
１
基
通
・
空
伝

班
）
及
び
４
分
会
（
九
処
整
備
部
）
各
分
会
５
名
・

有
志
１
名
）
で
＃
１
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま
し

た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
参

加
し
た
隊
員
は
間
隔
を
十
分
に
開
け
る
等
の

処
置
を
講
じ
て
一
生
懸
命
に
ゴ
ミ
を
拾
い
、

清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
収
集
し
た
ゴ
ミ
は
、
不
要
不
急
の
外

出
制
限
も
あ
っ
た
せ
い
な
の
か
、
い
つ
も
よ

り
量
が
少
な
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。
参
加
し

た
隊
員
か
ら
は
、
側
溝
を
整
備
（
草
刈
等
）

す
れ
ば
、
少
し
は
ゴ
ミ
が
減
る
の
で
は
と
い

う
意
見
も
あ
っ
た
の
で
、
今
後
の
ク
リ
ー
ン

作
戦
の
資
と
し
ま
す
。

曹
友
会
活
動
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
制
限

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
早
期
の
イ
ベ
ン
ト
再
開

を
願
い
つ
つ
、
引
き
続
き
、
油
断
せ
ず
に

「
３
密
」
の
回
避
と
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

マスクの下は笑顔です。

曹友会長以下８名によるあいさつ運動駐屯地外柵沿いの清掃

西 シ 通 群 本 部 中 隊
映像写真小隊空中伝送班

空
中
伝
送
班
は
、
４
月

か
ら
６
月
に
か
け
て
３
回

の
映
像
伝
送
訓
練
（
協
同

部
隊
西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
隊
第
２
飛
行
隊
）
を

実
施
し
、
各
種
災
害
に
お

け
る
映
像
伝
送
能
力
の
練

度
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

第
３
回
訓
練
は
、
大
分
県

玖
珠
・
九
重
地
区
に
お
け

る
大
雨
土
砂
災
害
を
想
定

し
た
映
伝
機
２
機
の
交
互

運
用
に
よ
る
映
像
配
信
要

領
を
演
練
す
る
と
と
も
に
、

地
上
受
信
局
を
日
出
生
台

演
習
場
小
岩
扇
地
区
に
開

設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大

雨
被
害
発
生
頻
度
の
高
い

当
該
地
域
に
お
け
る
映
像

伝
送
が
可
能
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。
引
き

続
き
即
応
態
勢
を
堅
持
し

つ
つ
、
映
像
伝
送
能
力
の

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。離陸前器材外観点検

命令下達

車装変換 通信線を縛着する隊員

端子盤の点検をする隊員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
防
止
の
た
め
、
新
し
い
生

活
様
式
が
始
ま
っ
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
も
そ
の
一
つ
で

あ
る
が
、
妨
げ
と
な
っ
て
い
る

も
の
に
「
押
印
に
よ
る
決
裁
」

が
あ
る
。
思
い
返
せ
ば
、
平
成

の
初
め
は
算
盤
や
電
卓
で
計
算

し
ペ
ン
で
書
類
や
帳
簿
を
作
成

し
て
い
た
業
務
も
、
最
近
で
は

シ
ス
テ
ム
化
が
進
み
、
パ
ソ
コ

ン
上
で
デ
ー
タ
ー
を
入
力
す
る

だ
け
で
、
簡
単
に
書
類
や
帳
簿

が
作
成
・
印
刷
さ
れ
効
率
化
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
押
印
に
よ
る
決
裁

は
未
だ
変
わ
っ
て
い
な
い
。

こ
の
状
況
の
中
、
四
月
に
防

衛
大
臣
か
ら
「
防
衛
省
・
自
衛

隊
、
電
子
決
裁
で
き
る
も
の
は

全
部
電
子
決
裁
に
し
よ
う
と
い

う
こ
と
で
、
市
ヶ
谷
は
ほ
ぼ
全

て
、
そ
れ
か
ら
防
衛
大
学
校
、

装
備
庁
、
防
衛
研
究
所
、
陸
・

海
・
空
・
統
幕
は
電
子
決
裁
で

や
る
こ
と
に
し
ま
す
。
」
と
の

会
見
が
あ
っ
た
。

今
後
、
電
子
決
裁
が
進
み
、

よ
り
業
務
が
効
率
化
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
な
が
ら
、
電
子
化

さ
れ
な
い
小
切
手
に
今
日
も
押

印
し
て
い
る
。

か
さ
さ
ぎ
の
つ
ぶ
や
き

九
州
補
給
処

調
達
会
計
部
長

２
等
陸
佐

石
山

秀
一


